
記録日：

記録者：

　　・平成26年度全国会員大会は定員３００名となっています。　参加のご協力をお願

　　　いします。

５、古民家売買物件募集に関して（継続）

　　・現在、古民家住まいる、日本の伝統（ジャパトラ）へ掲載する古民家を募集しており

　　　ます。古民家鑑定を実施、未実施にかかわらず対象物件がある場合、各協会が取

（第９回　長崎県県北支部会員の会例会）議事録

１、開会の言葉
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河野事務局次長
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議事

一般社団法人 長崎県古民家再生協会　県北支部

2014年10月20日

福田　敏幸

出席者

団体名

開催日時

開催場所

２、秋の地区会員大会に関して

　　・先月より北海道地区を皮切りに全国8会場にて秋の地区大会がスタートしました。

４、平成26年度全国会員大会に関して（継続）

　　・日時・会場  ： 平成27年2月20日（金）13時～17時　東京で開催

　　・地盤診断の一般社団法人古民家を災害から守る地盤診断機構　田中理事長の

　　・多くの方が参加され良い情報交換が出来ました。

　　　講演があり、とても良い勉強になりました。（広島土砂災害について）

　　・来春の地区大会は、長崎で開催されますので多くの会員の参加をお願いします。

　　・掲載に関しては、順次おこなって参りますので、ご了承ください。

　　・毎月の会員リストの掲示をしなければいけませんので、会員の皆さんのメールアド

　　　レスの記載変更がございましたならご連絡ください。

３、会員一覧掲示にあたり

　　・各会員の会へ所属される会員情報を各古民家再生協会ホームページへ毎月

　　　一度更新をさせて頂くサービスをいたします。

　　　各再生協会サイト掲示板例：http://www.kominka-ehime.com/member

       全古連サイト掲示板：http://www.g-cpc.org/member

　　・九州地区－日程・会場  ： １０月１８日（土）１３：３０～１６：３０  鹿児島市で開催。

　　・NPO法人まちづくりフォーラム・かごしま探検隊の東川代表理事による講演があり

　　　「まちをつくるまちをいかす」ということで、世間遺産や僕立公園など独自の地域

　　　再発見の取り組みの紹介などで楽しいお話を聞くことが出来ました。
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　　　技能振興会より郵送にてご案内が届きます（9月上旬）ので同封のご案内に従っ

　　　りまとめの上、本部に連絡します。地域で古民家の流通を促進することで、古民家

　　　鑑定や古民家再築、空き家対策に繋がります。古民家住まいる、日本の伝統を活

　　　＜福岡会場＞平成26年11月18日（火）　　13時15分～16時30分（13時受付）

　　　＜東京会場＞平成26年11月22日（土）　　13時15分～16時30分（13時受付）

　　・伝統再築士の次回開催会場が決定致しました。

　　　【資格取得費用】　38,000円　　※古民家解體新書が必要です。

　　　す。今年の4月にスタートし約200名の資格者が誕生しております。建築士資格を

　　　お持ちで、まだ取得されていない方は取得されることをお薦めします。

　　・伝統再築士が携わった古民家再築物件には、古民家再築証明書を発行すること

　　・古民家などの伝統構法の住宅に関する耐震性の基準や補強方法を学ぶ資格で

　　　【日程：会場】　

　　　ができます。

　　・対象者は、認定証に記載されている有効期限が平成26年11月1日～平成27年

　　　4月30日の方です。対象者には願書に記載されているご住所へ財団法人職業

　　　月）開催される更新講習を、有効期間満了までに受講する必要があります。更新

　　　講習を行わない場合は、有効期間満了をもって資格登録失効となりますので、

　　　ご注意下さい。

　　・次回は、平成26年11月が更新講習対象月となっています。

６、古民家鑑定士　更新対象月のお知らせ（継続）

　　・古民家鑑定士資格制度では、古民家を取り巻く環境の変化や、幅広い古民家

　　　ユーザーの要望に対応し、資格者の資質の確保、知識の向上を図る為に、更新

　　　制度（3年ごとに更新）が設けられています。資格の更新登録は、年2回（5月、11

　　　て、更新講習をお申し込みください。

　　・ご住所の変更や、勤務先の変更により、お手元に届かない場合は下記のＨＰから

　　　同様のご案内をダウンロードすることができます。お手数ですが、印刷して頂き、

　　　同様にお手続きをお願い致します。　http://www.kominkapro.org/renew

７、伝統再築士のお知らせ

８、「日本の伝統」の配布に関して

　　・新規配布先の開拓をお願いします。多くの方が手にする所等。　　　

　　　用し古民家の流通に関して積極的に取り組んで行きたいと思います。

　　・現在の配布状況は、行政（8－51）・民間（18－20）・会員（1－4）合計75冊です。　

　　　＜大阪会場＞平成26年11月19日（水）　　13時15分～16時30分（13時受付）
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次月開催日時

・１１月度報告事項

・その他

・第２回「大島神浦伝建地区古民家見学ツアー」の開催の報告

・「日本の伝統」の配布に関して

次回議事録記録者：福田　敏幸

長崎県北松浦郡佐々町文化会館　第2研修室

２０１４年11月14日（木）　１９：００～２１：００

次月開催場所

次月議事内容

12、閉会の言葉

　　・古材鑑定の買取価格の結果と、解体見積額の提示を9月29日にさせて頂きました

　　　が、後日、今回は予算の都合上残念ながら別途にて解体撤去を行うとの事でした。

　　　古材を残すことの意義と、予算という現実の狭間で悩まれたようでした。

　　・別件の古材鑑定のお話がありました。

　　・解体の見積もりは、伝統資材再生機構の近藤会員に実施して頂きました。

11、古材鑑定に関して

　　・9月20日吉井町松永邸の古材鑑定をしました。築120年の農家造りで十数年前に

　　　屋根替が成されていましたが、建物自体は手付かずで結構な痛み具合でした。

　　・詳細については、資料をご覧ください。

10、第2回古民家見学ツアーに開催に関して（継続）

　　・11月9日（日）第2回大島神浦伝建地区古民家見学ツアーの開催。

　　・当日は「大島村ふるさとまつり」が開催され、地域参加型で行います。

　　・参加協力して頂ける方は、後日打ち合わせを行います。

９、「古民家フォト甲子園」に関して

　　・長崎県からの参加がありましたのでこれからに繋げていきたいと思います。

　　・長崎県古民家再生協会の認知度を高めるために、次年度はパネル展の開催を

　　　したいと思いますのでご協力をお願い致します。

　　　いい古材が残っている古民家を解体する予定があるが、残すためにはどうすれば

　　　いいのかというお話でした。・・・・・予算のこともあるので検討しますとの事でした。

　　・新築の話が先行していると古材鑑定してもそれ以上の話は進まないようです。
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